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○狂犬病予防法施行細則 

昭和二十九年十一月十九日 

岡山県規則第七十七号 

改正 昭和三五年六月三〇日規則第四三号 

昭和四一年七月一五日規則第五〇号 

昭和四二年二月一七日規則第一六号 

昭和四三年九月二七日規則第四六号 

平成六年三月三一日規則第一六号 

平成七年三月三一日規則第二八号 

平成一〇年三月三一日規則第二六号 

平成一二年三月三一日規則第五五号 

狂犬病予防法施行細則を次のように定める。 

狂犬病予防法施行細則 

狂犬病予防法施行細則（昭和二十五年岡山県規則第九十二号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第一条 狂犬病予防法（昭和二十五年法律第二百四十七号。以下「法」という。）の施行については、

狂犬病予防法施行令（昭和二十八年政令第二百三十六号及び狂犬病予防法施行規則（昭和二十五年

厚生省令第五十二号）に定めるもののほか、この規則の定めるところによる。 

（平六規則一六・平一二規則五五・一部改正） 

（諸申請書等の様式） 

第二条 次の各号に掲げる申請書等の様式は、当該各号に定めるところによる。 

一 法第六条第二項（法第十八条第二項において準用する場合を含む。）の規定により捕獲された

犬の引取り申請書 様式第一号 

二 法第八条第一項の規定による狂犬病（疑似症）発生届 様式第二号 

（昭四三規則四六・平六規則一六・平七規則二八・平一二規則五五・一部改正） 

（犬の抑留） 

第三条 法第六条第二項（法第十八条第二項において準用する場合を含む。）の規定により捕獲した

犬は、これを処分するまで抑留所に抑留しなければならない。 

（平六規則一六・平七規則二八・一部改正、平一二規則五五・旧第四条繰上） 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和三五年規則第四三号） 

（施行期日） 

１ この規則は、昭和三十五年七月一日から施行する。 



狂犬病予防法施行細則 

2/5 

（経過措置） 

２ この規則施行の際、この規則による改正前の規則の規定により知事の発行した許可証、検査証そ

の他の証明書で現に効力を有するものは、改正後の規則の規定により発行されたものとみなす。 

３ この規則施行の際、現に保有するこの規則による改正前の規則に定める様式による申請書、請求

書、報告書、届等の用紙は、昭和三十五年十二月三十一日（会計関係のものについては、昭和三十

六年三月三十一日）までは使用することができる。 

附 則（昭和四一年規則第五〇号）抄 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和四二年規則第一六号） 

この規則は、昭和四十二年四月一日から施行する。 

附 則（昭和四三年規則第四六号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則施行の際、現に保有するこの規則による改正前の規則に定める様式による申請書及び届

の用紙は、昭和四十四年三月三十一日までは使用することができる。 

附 則（平成六年規則第一六号） 

この規則は、平成六年四月一日から施行する。 

附 則（平成七年規則第二八号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成七年四月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前の狂犬病予防法施行細則の定める様式による用紙は、当分の間、所要の調

整をして使用することができる。 

附 則（平成一〇年規則第二六号）抄 

（施行期日） 

１ この規則は、平成十年四月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前の次に掲げる規則に定める様式による用紙は、当分の間、所要の調整をし

て使用することができる。 

十八 狂犬病予防法施行細則 

附 則（平成一二年規則第五五号） 

この規則は、平成十二年四月一日から施行する。 
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様式第１号（第２条関係） 

（昭35規則43・全改、昭43規則46・旧様式第７号繰上、平６規則16・一部改正、平７規則28・

旧様式第５号繰上・一部改正、平12規則55・旧様式第４号繰上） 

様式第２号（第２条関係） 

（平12規則55・追加） 

 


